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令和３年度 事業計画 

 基 本 方 針                               

  現在、日本を含め全世界で新型コロナウイルス感染症が蔓延し、社会を取り巻く環境

が大きく変貌しています。感染症の影響を受けて、休職や失業による生活困窮、孤立や孤

独、こどもや女性をはじめとした自殺の増加など、地域においても深刻な状況となって 

おり、国が進めている地域共生社会での対応が求められています。 

 本会では、全国の社会福祉協議会と同じく生活福祉資金貸付制度の特例貸付を実施し、

生活困窮者自立支援制度との連携により、生活保護に至る前のセーフティネット的な役割

を果たしています。 

 また、市民からの寄贈によるマスクの回収・配布、市内社会福祉法人等との連携による

食糧支援など、コロナ禍において独自の取組を行ってきました。 

 本会は、令和２年４月、７つの区社会福祉協議会と合併し、オール川崎社協として、「地

域包括ケアシステムの構築」「地域防災力の強化」に精力的に取り組んできましたが、コロ

ナ禍の今こそ、社協として存在の真価が問われています。 

 合併して１年が経過し、合併の目的である財政の健全化、地域福祉の推進に向けて、組

織一丸となって取り組む決意を表すため、「地域包括ケア推進に向けた市社協経営改革の基

本方針～社協骨太方針～」を令和３年３月に定めました。 

組織経営計画については、令和２年度に中間評価として３年間の取組の進捗評価を行い、

外部環境の変化と組織の内部課題への対応を図るとともに、スクラップ＆ビルドによる計

画的な事業の実施及び検証、人件費の抑制、組織力の向上と職員のスキルアップ、事業の

見える化・分かる化に、引き続き取り組みます。 

地域福祉活動推進計画においては、行政との協働作業により第５期計画を策定し、基本

理念等は継承しつつ、５つの基本的取組、１２の具体的取組を定め、重点的取組として、 

多種多様な団体との連携・協働を掲げるとともに、法人の公益的取組への支援、コミュニ

ティソーシャルワークの機能強化を位置付けました。 

 災害ボランティアセンターへの対応については、川崎市・かわさき市民活動センター・

本会の３者で協定の見直しを行い、今後想定される大規模災害に備えた運営体制の強化を

図ります。 

 本会と各区社協は、社協が果たす役割・使命を改めて認識し、より経営基盤の強化を図

るとともに、地域に根差した事業に力を集中し、社協骨太方針による体制整備を推進する

ため、次の４項目を重点事業として着実に遂行してまいります。 

 

◆重点事業◆ 

１ 社協骨太方針による、地域包括ケアシステムの一層の推進 

  骨太方針においては、①足腰の強い組織運営の推進を目指す財務の健全化、②活動の 

 見える化と担い手の育成を柱とする活力ある組織づくり、③コミュニティソーシャルワ  

 ークの推進による地域包括ケアシステム推進の仕組みづくり、という３つの柱を掲げて、 

 本会における経営改革の目指すべき方向性を明らかにしました。 

  今後は、骨太方針に掲げた目標の実現を目指し、組織経営計画及び地域福祉活動推進

計画を着実に取り組むことにより、行政とのパートナーシップを押し進め、社協として



４ 

 

の役割と使命を果たしてまいります。 

 

２ 中間見直しを踏まえた組織経営基盤の強化 

  令和２年度に組織経営計画の中間評価を行う中で、これまでの検証を踏まえて、介護 

保険経営安定化基金からの期間を限定した一定額の充当、退職する職員の不補充・嘱託 

職員化、給与・退職金制度と人事評価制度の段階的見直し、介護保険等事業の収入増に

よる財源の確保、魅力ある会員活動や協賛会費・寄附等の仕組みづくりを行います。 

併せて、全ての事業・予算化の精査と財源確保、委託事業等の見直し、人材育成計画

を推進、効率的な組織運営方法など、経営基盤の強化と財政健全化に取り組みます。 

川崎市成年後見支援センターを川崎市から受託し、家庭裁判所や弁護士会等の職能団体

との連携強化を図り、成年後見利用促進など権利擁護の取組を推進するとともに、効率的

な運営方法を検討します。 

総合研修センターを指定管理者として受託し、行政と連携を図りながら、地域リハビリ

テーションの推進を目指し、福祉専門職の養成に取り組みます。また、川崎市総合福祉セ

ンターは、指定管理期間内に大規模改修が計画されており、その影響を見据えて、総合福

祉センターの円滑な運営に取り組みます。 

７区の老人福祉（・地域交流）センターは、地域交流、多世代交流、介護予防拠点とし

ての機能を強化し、指定管理事業のより効果的な運営を図るため一つの組織に統合します。 

 

３ 第５期地域福祉活動推進計画の推進 

第６期川崎市地域福祉計画において、社会福祉協議会と行政が緊密な協働・連携を図 

ることが、地域福祉の向上に必要と考えられると位置付けられています。 

  このことから、本会は身近な地域の相談窓口として機能を発揮できるよう、第４期計 

 画の重点的取組として推進してきた「住民主体による居場所づくり」に加えて、多様な 

 団体・組織とのネットワークの協働・連携の強化の取組とともに、オール川崎社協によ 

る総合的な相談支援体制を構築します。 

  さらに、区地域みまもり支援センターとの連携による、地区カルテの活用による地域 

づくり、地域課題の解決に向けたプラットフォームの設置、小地域活動の推進とネット

ワークづくりなど、社協におけるコミュニティソーシャルワークの機能強化を図ってま

いります。 

 

４ 想定される災害に備えた地域防災力の向上 

  令和元年１０月に開設された「川崎市災害ボランティアセンター」運営の経験を基に 

して、センターの在り方の検証について、川崎市・かわさき市民活動センター・本会の 

３者により元年１２月から協議を重ねて、課題及び今後の対応の検証、災害ボランティ

アセンターに関する協定書と運用マニュアルの見直しを検討しました。 

  その結果を受けて、災害ボランティアセンターの役割・位置付け、３者の役割の明確 

化、全市と地域拠点の在り方、多様な媒体による情報発信、技術ボランティアの活用、

災害ボランティア関係団体との協力体制、費用負担の在り方を明確化しました。 

  これらを踏まえ、協定書の改正、運用マニュアルの改訂を行うことにより、今後、想

定される大規模災害に機動的な対応が図れるよう、災害ボランティアセンターの運営体

制を強化し、地域防災力の向上に努めます。 
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 事 業 計 画 の 内 容                              

 

１ 法人運営事業【３５２，９０３千円】 

【サービス区分事業活動支出 ３５１，６３２千円】 

【共同募金配分金        １，２７１千円】 

理事会を中心とした円滑な法人運営を図るとともに、事務事業の効率的な運営に

努めます。 
（１）三役会、理事会、評議員会の開催 

（２）監事会の開催、会計監査人監査の実施 

（３）会員の増強  

    R3目標 R2目標 

協賛会員数 25 25 

（４）苦情解決の実施と推進 

 

 

２ 調査・研究事業【７６２千円】 

【サービス区分事業活動支出   ６６２千円】 

【共同募金配分金        １００千円】 
地域包括ケアシステムや地域福祉の推進に対する取り組みについて、調査・研究

を行います。  

（１）組織経営計画の推進 

（２）地域包括ケアシステムや地域福祉の推進 

ア  第５期地域福祉活動推進計画推進委員会の開催（年２回） 

イ 地ケア会議事例集の配布による普及啓発 

（３）人材育成計画の推進 

 

 

３ 研修事業【１，０３９千円】 

【サービス区分事業活動支出   １４４千円】 

【共同募金配分金        ８９５千円】 

「川崎市社会福祉協議会人材育成計画」に基づき、基礎となる研修、職位に応じ

た研修、業務に応じた研修を実施するほか、職場外派遣研修への参加を促進し、地

域福祉の専門職としての資質の向上を目指します。また、新任職員等の定着を目的

にメンター研修を実施します。 

 R3目標 R2目標 

研修数 （件） 10 14 

受講人数（延べ） 500 500 
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４ 企画・広報事業【６，３１５千円】 

【サービス区分事業活動支出  ２，７６５千円】 

【共同募金配分金       ３，５５０千円】 
社会福祉大会、広報紙・ホームページ等様々な機会を通して、市民への福祉の啓発・

広報、情報提供に努めます。 

ホームページ、広報紙等を連動し、効果的な広報活動を実施します。 

（１）第５８回川崎市社会福祉大会の開催（２０２１年１０月２６日） 

（２）広報紙「川崎の社会福祉」の発行（年４回）・リーフレットの発行 

（３）ホームページの運用と管理（通年）・ウェブアクセシビリティの取組 

（４）遺贈寄附のポスター・リーフレットの発行 

 

 

 ５ 区社協推進事業【１９７，１３４千円】 

【サービス区分事業活動支出 １９６，６６９千円】 

【共同募金配分金          ４６５千円】 

  各区社協の「地域福祉活動計画」に沿った取り組みに対し、必要に応じ連携や協

働、情報提供を行い、市内の地域福祉活動推進の調整を行います。 

また、地域包括ケアシステムの推進に向け、区・地区社協の取り組みを支援しま

す。 

（１）区社協事業との連携・協働 

ア  区社協事務局長会議（年１２回） 

イ 地域課長会議（年１２回） 

ウ 担当者会議の開催（年９回） 

エ 地域課職員研修の開催（年２回） 

（２）地区・区社協役職員等の研修会の開催（地域部会事業）（年２回） 

 

 

６ 助成事業【３，８３６千円】 

【サービス区分事業活動支出 ３，８３６千円】 

  福祉関係団体で実施する事業が効果的に展開できるよう必要な助成を行いま 

（１）社会を明るくする運動への協力 

（２）民間老人いこいの家運営費助成事業 

（３）民間社会福祉施設従事者福利厚生費助成事業 

（４）ふれあい活動支援事業の推進 

（５）法定外緊急援護事業資金の交付（生活困窮者緊急援護資金） 

（６）母と子のつどい補助金 

（７）福祉基金による団体等助成 

 

 

７ 部会・委員会事業【１２，４４７千円】 

【サービス区分事業活動支出  １１，７１２千円】 



７ 

 

【共同募金配分金          ７３５千円】 
   本会の７部会及び委員会の課題に沿った事業を進めます。 

（１）地域部会、法人経営者部会、施設部会（保育協議会、老人福祉施設協議会、障

害者福祉施設協議会、児童・母子福祉施設協議会）、民生委員児童委員部会、保

護司部会、障害者団体部会、ボランティア団体部会の開催、交流事業及び研修事

業等 

（２）各種委員会、種別会員会議の開催 

（３）全国､関東ブロック､県､指定都市で開催される関係会議への参加､協力 

（４）第６３回大都市社会福祉施設協議会（川崎市）の開催 

（５）川崎市保育まつり 

（６）障害者週間キャンペーン事業 

（７）子ども虐待防止運動事業  

 

 

８ 福祉基金運営事業【３，６００千円】 

【寄附・利息等収入 ３，６００千円】 

福祉基金の広報を行い、基金の増強に努めます。また、福祉基金の運営について

は、運営委員会を開催し協議します。 

 

 

９ 資金貸付事業【１０２，９５６千円】 

【サービス区分事業活動支出 １０２，９５６千円】 

社会福祉法人の施設の新設、改修、運営費等で貸し付けた資金の償還業務を行い

ます。 

社会福祉法人の経営改善を支援します。 

（１）社会福祉事業振興資金の償還業務 

（２）社会福祉法人経営改善支援事業 

  ア 経営改善相談 

   イ 経営健全化計画の作成支援 

    ウ 社会福祉施設運営費の融資 

    エ 社会福祉法人経営改善支援事業通信の発行（年４回） 

    オ 経営相談（電話・ＦＡＸ・Ｅメール） 

 

 

１０ 共同募金事業 

（１）共同募金会が実施する共同募金運動（年末たすけあい運動含む）への協力                  

 R3 R2  

一般募金全市目標額（円） 109,860,000 110,460,000 

年末たすけあい募金全市目標額（円） 68,940,000 69,130,000 
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（２）共同募金配分金事業 

【共同募金配分金 ５６，５７６千円】 

ア 法人運営事業             【 １，２７１千円】 

イ 調査研究事業             【   １００千円】 

ウ 研修事業               【   ８９５千円】 

エ 企画・広報事業            【 ３，５５０千円】 

オ 区社協推進事業            【   １５０千円】 

カ 部会・委員会事業           【 １，８２４千円】 

キ 民生委員児童委員活動及び川崎市民生委員児童委員協議会との連携・協働 

【   ４９６千円】 

ク 区社協活動費             【４６，７７５千円】 

ケ その他、地域福祉の推進のための事業  【 １，５１５千円】 

（ア）児童福祉週間施設訪問事業 

（イ）高齢者福祉施設等訪問事業 

（ウ）障害者団体等活動助成事業 

 

 

１１ 受託事業【１３４，２４１千円】 

川崎市または神奈川県社協からの委託事業である次の各事業について、適正な事

業運営に努めます。 

 

（１）福祉パル受託事業（各区１箇所 計７箇所） 

【サービス区分事業活動支出 １８，３５９千円】  

    【拠点区分間繰入金支出    １，５５８千円】 

 

（２）福祉人材バンク事業 

【サービス区分事業活動支出 ３４，４３１千円】 

深刻な福祉人材不足に対応するため、川崎市より福祉の仕事の無料職業紹介事業 

を受託し、就労促進の研修会や就職相談会等を開催するなど、人材確保対策に取り 

組みます。 

福祉人材の定着を目的とした、臨床心理士による福祉事業従事者、事業所向け相 

談窓口として、こころの健康相談室『ふぉーえむ』を月２回開所します。 

 

ア 福祉の仕事の相談と求人票の閲覧、紹介 

 R3目標 R2目標 

就職件数（件） 50 50 

イ 福祉のお仕事就職・転職フェアの開催 

 R3目標 R2目標 

来場者数（人） 280  280 

 



９ 

 

ウ 福祉人材確保のための研修会等の開催 

 R3目標 R2目標 

各種研修会等の開催（回） 20 20 

参加者数（延べ人数） 200 200 

  エ 介護職にかかる就労支援事業（施設見学バスツアー） 

 R3目標 R2目標 

延べ参加者／回数 40人／2回 20人/２回 

オ 関係機関及び学校等との連携 

 R3目標 R2目標 

進路相談会等の開催（回） 5 未実施 

参加者数（延べ人数） 90 未実施 

※学生向けアルバイト 

相談会等の開催（回） 
未定 目標設定なし 

参加者数（延べ人数） 未定 目標設定なし 

※ハローワーク川崎 

お仕事 セミナー開催 
2 目標設定なし 

参加者数（延べ人数） 50 目標設定なし 

※コロナ禍における臨時取組 

 

カ こころの健康相談室『ふぉーえむ』の開所及びメンタルヘルス研修の開催 

 R3目標 R2目標 

相談者数（人） 40  40 

研修参加者数（延べ人数） 100/３回  100/４回 

 

（３）生活福祉資金貸付業務受託事業 

【サービス区分事業活動支出 １８，８２１千円】 

【拠点区分間繰入金支出    ４，７０５千円】 

 

 

（４）福祉サービス受託事業 

【サービス区分事業活動支出 ５６，３６７千円】 

ア 要介護者生活支援ヘルパー派遣事業の総合的管理運営 

イ ねたきり高齢者等紙おむつ及び日常生活用具給付事業の管理運営 

ウ 生活支援型食事サービス事業の総合的管理運営 

エ 高齢者等緊急通報システム事業の管理運営 

オ 高齢者外出支援サービス事業の管理運営 

カ 重度障害者訪問看護サービス等支援事業の総合的管理運営 

キ 川崎市老人いこいの家夜間・休日等施設開放事業 

ク 川崎市老人いこいの家ミニデイケアサービス事業 
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１２ ボランティア活動振興事業【１１，１８７千円】 

【サービス区分事業活動支出 １１，１８７千円】 

多様化するボランティアニーズに対応するため、区社協やかわさき市民活動セン

ター等の市内ボランティア活動関係機関と連携し、ボランティアコーディネート機

能の向上を図ります。さらに、市民のボランティア活動への参加促進に取り組みま

す。 

（１）運営委員会の開催 

（２）相談・情報提供事業及び調査・研究 

  ア ボランティアコーディネート業務 

  イ ボランティア団体等情報の把握及び情報提供 

 ウ ボランティア担当者会議の開催 

（３）広報・啓発 

 ア ウェブサイト並びに紙媒体によるボランティア関連情報の提供 

 イ ボランティア交流室の貸出 

（４）ボランティア育成支援 

 ア ボランティアコーディネーター研修の開催 

 イ ボランティア活動パワーアップセミナーの開催 

    （市民活動センターとの共催） 

（５）福祉教育の推進 

  ア 福祉教育推進会議の開催 

  イ 福祉教育研修の開催（市内小学校・中学校福祉教育担当教諭向け） 

  ウ 夏休み福祉・チャレンジボランティア体験学習「チャレボラ２０２１」 

   の開催 

エ 社会福祉関係視聴覚器材の整備と活用 

 オ 啓発事業の実施 

（６）高齢者ふれあい活動支援事業 

 ア 会食・配食・ミニデイ実施団体への助成 

 イ 実施団体交流会（研修会）の開催   

（７）災害ボランティア関連 

 ア 川崎市総合防災訓練における災害ボランティアセンター設置運営訓練の実施

及び職員、関係機関向け研修会の開催 

  イ 川崎市災害ボランティアセンターに関する協定書の運用に関する行政及びか

わさき市民活動センターとの調整 

  ウ 災害ボランティアセンター設置運営マニュアルの見直し 

  エ 関係団体等とのネットワークの構築 

オ 災害ボランティアの養成 

カ ＳＮＳによる災害ボランティア関連情報の提供 

キ 関連会議・研修等への参加 

（８）市内ボランティア活動関係機関との連絡調整及びネットワークの推進 
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１３ あんしんセンター事業【１３３，１７５千円】 

【サービス区分事業活動支出 １３３，１７５千円】 

日常生活自立支援事業及び成年後見事業（法人後見）について、着実に実施しま

す。日常生活自立支援事業は、今年度から川崎市において生活保護受給者金銭管理

等事業へ移行する利用者が多くいることから、スムーズな移行を目指して福祉事務

所及び新事業者と連携していきます。 

新たに受託する「川崎市成年後見支援センター」の運営を通じ、川崎市における

成年後見制度の中核機関としての機能を果たし、制度の利用促進につなげます。 

 
（１）権利擁護にかかわる相談 

（２）日常生活自立支援事業 

（３）契約能力判定審査会の運営（年６回） 

（４）業務監督審査会の運営（年６回） 

（５）専門員及び生活支援員等研修（年６回） 

（６）法人後見事業 

（７）成年後見制度連絡会の開催 

（８）川崎市成年後見支援センターの運営 【新規】 

   ア 広報事業 

（ア）パンフレット、リーフレットの作成、配架 

（イ）成年後見制度シンポジウムの開催（年１回） 

（ウ）研修会、講座の開催 

   イ 相談事業 

（ア）職員による相談受付 

（イ）法律・福祉の専門職による専門相談 

（ウ）チームへの支援 

   ウ 成年後見制度利用促進事業 

（ア）申立書作成等の支援 

（イ）後見人候補者選定の支援 

（ウ）市民後見人推進事業 

（エ）その他後見人候補者となる担い手の育成 

（オ）日常生活自立支援事業等との連携 

     エ 後見人支援事業 

（ア） 親族後見人への支援、市民後見人への支援 

 

 

１４ 地域生活支援ＳＯＳかわさき事業【５３０千円】 

【サービス区分事業活動支出 ５３０千円】 
区社協と連携し、社会福祉法人（施設）による地域における公益的な取組の活性化

を図るため、会員間における連携と情報のネットワークの効果的な活用に向け、新た

な取組の導入などを含めた更なる事業展開を目指します。 
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    R3目標 R2目標 

参加法人 30法人 30法人 

 連携ネットワーク会議 
15回 

（各区 2回市域１回） 

15回 

（各区 2回市域１回） 

（１）区社協と連携した連携ネットワーク会議の開催（区連携ネットワーク会議及び

市連携ネットワーク会議の実施） 

（２）会員間情報共有システム「グループウェア」の運営 

（３）地域向けに「公益的取組」の広報啓発 

 

 

１５ 総合研修センター管理経営事業【新規】 【１１２，３７３千円】 

【サービス区分事業活動支出   １１２，３７３千円】 

今年度より新たに指定管理事業として本会が受託する「総合研修センター」の適

正な管理運営に努めます。 

福祉職員向け現任研修の企画・立案に際しては、施設や事業所、関係機関、区社

協等現場ニーズ、社会情勢等を加味し、研修アドバイザー、行政所管課と調整のう

え実施します。また、組織内連携事業として、福祉人材バンク、施設団体部会等と

協働した研修を実施します。 

コロナ禍での事業のため、行政所管課と法定研修を含め研修実施方法について協

議し、研修前後の感染症対策、安全と質の確保について調整を行います。 

研修の周知、受講促進のため、福祉・介護職員向け研修のガイドブックの発行、

ホームページや公式 Facebook、メール配信などにより広報に努めます。 

（１）福祉職員向け現任研修 

（２）介護職員実務者研修（通信課程スクーリング） 

（３）介護職員初任者研修 

（４）介護福祉士国家試験直前対策講座 

（５）認知症介護に関する研修（基礎研修・実践者研修・リーダー研修） 

（６）相談支援従事者研修（初任者研修、現任研修、養成研修） 

（７）医療的ケア児等コーディネーター養成研修または医療的ケア児等支援者養成 

研修 

（８）重度訪問介護従業者養成研修（基礎課程・追加課程） 

（９）強度行動障害支援者養成研修（基礎研修・実践研修） 

（10）行動援護従業者養成研修 

（11）同行援護従業者養成研修（一般課程・応用課程） 

（12）地域包括支援センター職員等研修（新任研修・現任研修） 

（13）予防給付ケアマネジメント従事者等養成研修 

（14）介護支援専門員専門・更新研修（自主事業） 

（15）その他指定管理事業の中で必要な研修 

（16）福祉用具の展示 

（17）福祉関連図書・ＤＶＤ・福祉啓発教材・視聴覚機材等の貸出事業 

 



１３ 

 

 Ｒ３ 目標 Ｒ２ 目標 

研修数 79 51 

受講者数（人） 3330 3,000 

 

 

１６ 居宅介護等事業【８６２，９５８千円】 

【サービス区分事業活動支出  ８４９，６７８千円】 

【サービス区分施設設備等支出   １，３７５千円】 

【サービス区分その他活動支出  １１，９０５千円】 

収益の向上を図るため、自由契約事業の拡充や担い手となる人材の確保に取り組み

ます。 
（１）介護保険法に基づく訪問介護及び第 1号訪問事業 

（２）障害者総合支援法に基づく居宅介護等事業及び地域生活支援事業 

（３）介護保険法に基づく居宅介護支援事業 

（４）自由契約事業（おたっしゃサポート） 

（５）要介護者生活支援ヘルパー派遣事業の受託 

（６）福祉住宅等訪問協力員派遣事業の受託 

（７）各種研修会 

 

 

１７ 老人いこいの家管理経営事業【２０６，９７０千円】 

【サービス区分事業活動支出 ２０６，９７０千円】 
「老人いこいの家」の指定管理運営事業について区社協と協働して適正な管理運営

を行います。 

また、老人いこいの家全体のサービスの質の向上のため川崎市を交えた 7区合同会

議や各区担当者会議を開催します。（市内 48箇所） 

 

市内老人いこいの家  

（１）川崎区  9箇所 

（２）幸区   6箇所 

（３）中原区  7箇所 

（４）高津区  7箇所 

（５）宮前区  5箇所 

（６）多摩区  7箇所 

（７）麻生区  7箇所 

 

 

１８ 老人福祉センター管理経営事業【３３２，２８０千円】 

【サービス区分事業活動支出 ３３２，２８０千円】 

「老人福祉（・地域交流）センター」の指定管理運営事業について、区社協と協 

力して運営を行います。また、老人福祉センター全体の情報共有を図るため所長 

会議を開催します。（市内７箇所） 
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（１）かわさき老人福祉・地域交流センター 

  （２）さいわい健康福祉プラザ 

  （３）中原老人福祉センター 

  （４）高津老人福祉・地域交流センター 

  （５）宮前老人福祉センター 

  （６）多摩老人福祉センター 

  （７）麻生老人福祉センター 

 

 

１９ 公益事業 

  引き続き次の公益事業を実施します。 

 

（１）川崎市総合福祉センター事業 

【サービス区分事業活動支出 １９７，１８６千円】 

ア 施設・設備の利用提供事業 

イ 地域福祉情報バンク事業 

（ア）総合相談事業（ふくし相談・専門相談） 

（イ）地域福祉活動に関する情報の収集・管理・配信 

   （かわさき福祉情報サイトふくみみ） 

（ウ）社会福祉専門図書・ＤＶＤの貸出及び資料の整備・蔵書データベースの 

運用 

 R3目標 R2目標 

貸出登録者数（人） 120 120 

図書・DVD貸出件数（件） 1,200 1,000 

ウ 社会福祉関係従事者及び地域福祉活動に取り組む市民・ボランティア等を対

象にした研修事業 

 R3目標 R2目標 

研修実施件数（回） 26 26 

受講者数（人） 650 655 

 

（２）川崎市高齢者外出支援乗車事業 

【サービス区分事業活動支出 ２，９７８，６５０千円】 

   Ｒ3目標 R2目標 

年間延べ交付枚数（枚） 182,867 169,377 

 

（３）地域包括支援センター事業（大師中央・溝口・登戸） 

【サービス区分事業活動支出 １３６，９２６千円】  

ア 総合相談・支援事業 

イ 権利擁護事業 
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ウ 包括的・継続的ケアマネジメント支援事業 

エ 介護予防ケアマネジメント事業 

オ 川崎市高齢者福祉サービスの利用調整 

 

（４）川崎市内の保育士人材確保を目的とした保育士修学資金貸付事業  

【サービス区分事業活動支出 ４６，７７５千円】 

 R3目標 R2目標 

貸付人数（人） 50 40 

 

（５）ひとり親家庭の自立の促進を図ることを目的としたひとり親家庭高等職業訓 

練促進資金貸付事業 

【サービス区分事業活動支出 １３，８００千円】 

 R3目標 R2目標 

貸付人数（人） 30 30 

 

 

２０ 民生委員児童委員活動及び川崎市民生委員児童委員協議会との連

携・協働事業【４９６千円】 

【共同募金配分金 ４９６千円】 

民生委員児童委員の地域福祉活動のため、川崎市民生委員児童委員協議会と連 

携・協働します。 

 

 

２１  災害活動関連事業 

   令和２年度に見直しを行なった「災害ボランティアセンターに関する協定書」を元

に「災害ボランティアセンター設置・運営マニュアル」の見直しを行ないます。 

また、平時より災害時に向けた体制整備を進めます。 

（１）川崎市総合防災訓練における災害ボランティアセンター設置運営訓練の実施 

（２）「災害ボランティアセンターに関する協定書」の検証 

（３）「災害ボランティアセンター設置・運営マニュアル」の検証、見直し 

（４）災害ボランティアセンター設置・運営に向けた行政及びかわさき市民活動セン 

ター及び関係団体との協働体制づくり 

（５）事業継続計画と職員行動マニュアルの定期的な検証、見直し 

（６）災害発生時に必要な物品等の整備 

（７）災害発生時、川崎市との協定に基づく帰宅困難者の一時的な受入 

（８）発災時の職員配置などの体制づくり、災害の対応スキルを備えた人材育成へ

の取組・研修参加 

（９）災害活動基金の管理 

（10）ＳＮＳによる災害ボランティア関連情報の提供 
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２２ 移送サービス等事業 

障害や身体機能の低下等で公共交通機関等による移動が困難な市内の在宅者に対 

して、移送サービス事業等の実施により日常生活の確保や社会参加の機会を増やし、

自立支援と社会参加を促進します。 

（１）道路運送法第７９条の登録に基づく自家用有償旅客運送事業 

（２）道路運送法施行規則第５２条第１項の許可に基づく自家用自動車有償貸渡し 

事業 

（３）本会が所有する自家用自動車を利用した無償移送サービス事業 

（４）本会が所有する自家用自動車の無償貸出事業 

 

 

２３ その他  

  その他地域福祉増進に必要な事業を実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１７ 

 

川崎市川崎区社会福祉協議会 

令和３年（２０２１）度事業計画 

 重点事業                              

１ 地区社協活動の支援・援助 

地区社会福祉協議会が展開する見守り活動・居場所づくり活動の支援を通じて、 

 身近な福祉活動の推進を図ります。 

 

２ 総合相談支援事業 

地域における生活解題の解決や孤立防止に向けた取組みを行います。 

一機関では対応しにくい複合的な課題については、住民や関係機関と課題を連 

携・協力し、課題解決を目指します。 

 

３ 災害支援の取組み 

川崎区総合防災訓練において災害ボランティアセンターの啓発活動を実施しま 

す。 

川崎市総合防災訓練に職員を派遣し、災害ボランティアセンターの運営訓練を 

行うとともに、関係機関と連携し川崎区における運営方法の検討を行います。 

 

 

 

 

  



１８ 

 

 事業計画の内容                               

    共同募金配分金事業は【共募】と記載しています。 

 

１ 川崎区社会福祉協議会運営事業【１２，２５２千円】 

【サービス区分事業活動支出 １２，２５０千円】 

【共同募金配分金 ２千円】 

常任委員会を中心とした円滑な運営を図るとともに、地域福祉のさらなる推進 

に向けて、事務事業の効率的な運営に努めます。 

（１）常任委員会、運営協議会の開催 

（２）会員・賛助会員の増強 

（３）種別会議の開催 

 

 

２ 調査・研究事業【１９０千円】 

【共同募金配分金 １９０千円】 

川崎区役所と連携し、行政計画と第５期地域福祉活動計画の進行を  

確認し合いながら、地域福祉活動に取組みます。  

各種事業を通じて得られた地域の福祉ニーズを集約・精査し、必要  

に応じて新たな事業展開を検討していきます。  

（１）第５期地域福祉活動計画の進行・管理 

（２）福祉ニーズ調査・検討【共募】 

 

 

３ 研修事業【５０千円】 

【サービス区分事業活動支出 ５０千円】 

区社協常任委員会委員及び運営協議会委員を対象とした研修を開催します。また

事務局職員の資質向上のため、各種研修へ積極的に参加します。 

（１）常任委員会委員及び運営協議会委員研修会の開催 

（２）関係機関が開催する研修会への参加 

 

 

４ 企画・広報事業【３，９９６千円】 

【サービス区分事業活動支出 １，５３７千円】 

【共同募金配分金      ２，４５９千円】 

川崎区社協福祉まつり（社会福祉大会）、広報紙・ホームページ等の様々な機会 

を通して、区民への福祉の啓発、広報、情報提供に努めます。  

（１）令和３年度川崎区社協福祉まつり、福祉大会の開催【共募】 

（２）充実した福祉情報の発信を発信するための広報紙「ウェーブ」の発行【共募】 

（３）ホームページを活用した地域活動紹介と啓発活動の推進【共募】 

 



１９ 

 

 

５ 地域福祉活動事業【１，２９３千円】 

【サービス区分事業活動支出 ５８３千円】 

【共同募金配分金      ７１０千円】 

地域包括ケアシステムの推進に向け、地域福祉活動事業を進めます。 

（１）こども食堂情報交換会のほか、こども食堂を含めたこどもの居場所づくり 

に関する支援の実施【共募】 

（２）保育物品「こどもニコニコ(^0^）グッズ」の貸出し【共募】 

（３）地域福祉関連の情報提供・支援 

（４）福祉パルかわさきを活動拠点としている団体へのキャビネットの貸出し 

（５）車いすの貸出し【共募】 

（６）福祉用具の再利用(リユース)事業 

 

 

６ 団体等助成事業【１７，２６４千円】 

【サービス区分事業活動支出 １３，０８４千円】 

【共同募金配分金      ４，１８０千円】 

地区社会福祉協議会及び福祉関係団体が実施する事業が効率的に展開できる 

よう必要な助成を行います。 

（１）地区社会福祉協議会への助成（★）【共募】 

（２）社会を明るくする運動への助成 

（３）高齢者ふれあい活動実施団体への助成【共募】 

（４）その他必要な団体への助成・支援【共募】 

 

 

７ 連絡・調整事業【１３３千円】 

【サービス区分事業活動支出 １３３千円】 

区内１０地区社会福祉協議会相互の情報交換や連絡調整など活動支援を行いま 

す。また、地区社会福祉協議会、ボランティアグループ、当事者団体、区役所等福 

祉関係機関との連携強化を図ります。 

（１）地区社会福祉協議会相互の情報交換・連絡調整の支援 

（２）地区社会福祉協議会会長連絡会の開催 

（３）関係機関が開催する連絡会議等への出席 

 

 

８ 共同募金事業【１５，１１８千円】  

【共同募金配分金 １５，１１８千円】 

神奈川県共同募金会川崎市川崎区支会の実施する共同募金運動へ協力し、共同 

募金配分金を財源とした事業を実施します。 

（１）福祉ニーズを持つ世帯への年末支援金配分事業  【２，８２０千円】 

（２）障がい者福祉啓発事業  【４０千円】 



２０ 

 

（３）子育て支援事業  【５６０千円】 

（４）ボランティア・当事者団体への活動助成  【３，２９０千円】 

（５）高齢者ふれあい活動実施団体への区社協助成  【６２２千円】 

（６）地域支え合い活動や広報活動など地区社協事業の支援 【３，５１６千円】 

（７）区民児協活動の支援  【３４２千円】 

（８）ボランティアセンター事業  【１，０５２千円】 

（９）総合相談支援事業（子どもの食糧支援他）（★） 

（10）福祉用具、印刷機貸出事業  【２２５千円】 

（11）広報紙「ウェーブ」やホームページなど広報事業  【１，２６４千円】 

（12）川崎区社協福祉まつりの開催  【１，０９０千円】 

（13）福祉ニーズ調査・検討事業  【１９０千円】 

   

   

 ９ 福祉パル管理運営事業【５０６千円】 

【サービス区分事業活動支出 ５０６千円】 

川崎市からの委託により、ボランティア・市民活動の支援を目的とした活動拠 

点施設「福祉パルかわさき」の管理運営を行います。 

（１）研修室およびボランティア・コーナーの貸出し 

（２）地域福祉活動に必要な印刷機等の機材、機器の貸出し 

（３）情報コーナーの設置によるチラシ・ポスター等の掲示 

 

 

１０ 生活福祉資金貸付事業【７８２千円】 

【サービス区分事業活動支出 ７８２千円】 

神奈川県社会福祉協議会からの委託により、低所得者、障害者又は高齢者に対 

し、資金の貸付けと必要な相談支援を行うことにより、その経済的自立及び生活 

意欲の助長促進並びに在宅福祉及び社会参加の促進を図り、安定した生活を送れ 

るようにすることを目的として実施します。 

（１）生活福祉資金の借入れに関する相談および情報提供 

（２）生活福祉資金の貸付・償還援助 

（３）滞納世帯への償還援助 

（４）新型コロナウイルス感染症に係る特例貸付への対応 

 

 

１１ ボランティア活動振興事業【１，０５２千円】 

【サービス区分事業活動支出 １，０５２千円】 

【共同募金配分金      １，０５２千円】 

区民の福祉についての高揚と区内ボランティア活動の効果的な振興を図るこ 

とを目的とし、各種事業を実施します。 

（１）川崎区ボランティアセンター運営委員会の開催 

（２）ボランティア依頼及び活動希望の相談・調整 



２１ 

 

（３）ボランティア情報紙「いっぽ」の発行等、広報活動の実施 

（４）各種講座・セミナーの開催 

（５）福祉教育の推進（オンライン交流の推進） 

（６）ボランティア・市民活動団体・関係機関との連携 

 

 

１２ 川崎区あんしんセンター事業【３６４千円】 

【サービス区分事業活動支出 ３６４千円】 

高齢者や障害のある方の権利擁護に関わる相談を受け、関係機関と連携しなが 

ら、ご本人が地域で安心して生活ができるよう支援を行います。 

（１）日常生活自立支援事業 

ア 福祉サービス利用援助事業 

イ 日常的金銭管理事業 

ウ 書類等預かりサービス事業 

（２）成年後見制度利用促進事業 

     成年後見制度利用促進のため、広報や相談機能の充実を図り、必要としてい 

    る方々の適切な利用につなげます。 

 

 

１３ 老人いこいの家運営等事業【１３，５９３千円】 

【サービス区分事業活動支出 １３，５９３千円】 

川崎区内９館の老人いこいの家の適正な管理運営を行います。 

（１）ミニデイケアサービス事業 

ア 渡田老人いこいの家 

（２）夜間・休日等施設開放事業の実施 

ア 渡田老人いこいの家 

（３）老人いこいの家運営委員会及び運営委員長会議の開催 

（４）教養講座及び介護予防講座、団塊の世代向け講座の実施 

（５）関係機関との連携を強化した健康の日事業の実施 

（６）いこいの家まつり・作品展の開催 

（７）老人いこいの家新聞の発行 

（８）区内老人いこいの家合同のスポーツイベントの開催 

（９）川崎市推進事業老人いこいの家とこども文化センターにおける連携事業とし 

ての世代間交流事業の実施 

（10）川崎市が実施する京町老人いこいの家を利用した学習支援・居場所づくり事 

業への協力 

 

 

１４ 公益事業【１９３千円】 

【サービス区分事業活動支出 １９３千円】 

高齢者外出支援事業（高齢者フリーパス交付）の実施 



２２ 

 

１５ 災害活動関連事業【１３０千円】 

【サービス区分事業活動支出 １３０千円】 

「事業継続計画」、「職員行動マニュアル」及び「災害ボランティア設置・運       

営マニュアル」に基づき、災害時の対応を行います。また、平時からの災害時にお 

ける体制整備を進めます。 

（１）川崎区総合防災訓練への参加・協力（★） 

（２）災害発生時に必要な物品等の整備（★） 

（３）災害ボランティア登録制度について検討（★） 

 

 

１６ 団体事務 
関係する団体の事務局として運営・活動の支援協力を行います。 

（１）神奈川県共同募金会川崎区支会への協力 

（２）川崎区民生委員児童委員協議会 

（３）関係団体の事務協力 

 

 

１７ その他 
地域福祉推進に必要な事業を実施します。 

（１）川崎市社会福祉協議会が実施する事業への協力 

  かわさき老人福祉・地域交流センターは、令和３年度から川崎市社協が管理 

運営を行います。川崎区社協では、かわさき老人福祉・地域交流センターが地 

域の活動拠点として、地域のみなさまに活用してもらうことができるよう、連 

携を図ってまいります。 

（２）その他、必要な事業の実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２３ 

 

川崎市幸区社会福祉協議会 

令和３年（２０２１）度事業計画 

 重点事業                              

１ 「第５期地域福祉活動計画」に沿った事業の実施 

   ３年間の計画期間（令和３年度から令和５年度まで）で策定した第５期地域福祉活

動計画の目標・方針に沿って事業を実施します。 

 

２ 住民交流活動拠点の円滑な運営 

   区内３カ所の陽だまりの円滑な運営により、「誰もが顔見知りになれる」交流の場、

地域の居場所づくりに取り組みます。 

 

３ 福祉教育への取り組み強化 

   福祉を理解し、身近に感じることで地域福祉に目を向ける機会が増えるよう学校・

地域・地元企業等と連携し、地域ぐるみの福祉を推進します。 

 

４ 総合相談事業の実施体制の整備 

   住民から寄せられる様々な相談をしっかりと受け止め、関係機関等と連携し解決に

つなげられる体制づくりに努めます。 

 

５ 安定財源確保と啓発強化 

   住民に社協活動を理解してもらうための広報啓発活動に積極的に取り組み、賛助会

費や寄附金等の自主財源確保に努めます。 

  



２４ 

 

 事 業 計 画 の 内 容                       

  ＜共同募金配分金事業について＞ 

   共同募金配分金事業は【共募】と記載しています。 

 

１ 幸区社会福祉協議会運営事業【１４，０１４千円】 

【サービス区分事業活動支出 １３，１８３千円】 

【共同募金配分金         ８３１千円】 

 常任委員会を中心とした円滑な運営を図るとともに、各種委員会を開催し各分 

野での取り組みを推進します。 

（１）常任委員会、運営協議会の開催 

（２）各種委員会の開催 

（３）自主財源の確保 

（４）会員の増強、賛助会員・協賛会員の募集 

（５）社会福祉士相談援助実習の受け入れ 

 

 

２ 調査・研究事業【４０千円】 
【サービス区分事業活動支出 ４０千円】 

「第５期幸区地域福祉活動計画」に沿った事業展開を実施します。地域課題の 

  把握に努め、幸区役所「地域福祉計画」との役割を明確にして、地域住民が参加 

  しやすい取り組みを目指します。 

（１）「第５期幸区地域福祉活動計画」に沿った取り組みの実施 

（２）安定した事業運営のための財源確保及び組織体制の検討 

 

 

３ 研修事業【８４千円】 
【サービス区分事業活動支出 ８４千円】 

常任委員会委員・運営協議会委員等を対象とした研修を実施します。 

 

 

４ 企画・広報事業【１，０９４千円】 
【サービス区分事業活動支出 １，０９４千円】 

広報紙発行やホームページ等により、住民への福祉啓発、情報提供を行います。 

（１）幸区社会福祉大会の開催 

（２）広報紙「幸区の社会福祉」の発行（全戸配布）【共募】 

（３）区社協通信の発行（会員・登録ボランティア等へ発送） 

（４）区社協ホームページでの情報提供の充実強化【共募】 

 

 

 



２５ 

 

５ 地域福祉活動事業【１１，２２２千円】 
【サービス区分事業活動支出 １１，２２２千円】 

  地区社協や行政、福祉関係をはじめ多様な機関と連携し、区内地域福祉の充実 

に向けた事業を実施します。 

（１）地区社協の育成と活動支援、地域課題への連携した取り組みの実施【共募】 

（２）地区社協等で実施している子育て支援事業や会食会等への支援協力【共募】 

（３）地区社協連絡会議の開催 

（４）住民活動交流拠点(小倉の駅舎陽だまり､塚越の陽だまり､河原町の陽だまり） 

の運営の充実【共募】 

（５）総合相談事業の実施体制の整備、資料の収集と情報の提供【共募】 

（６）相談を通した住民の福祉ニーズの把握 

（７）移送サービス事業の実施【共募】 

（８）車いす貸出事業の実施【共募】 

（９）高齢者疑似体験グッズ等の福祉用具の貸し出し 

（10）不要になった福祉用具のリサイクルに関する取り組みの実施 

（11）障害者関係団体等との協働による講座等の開催 

（12）区内障害者施設関係者との情報交換の実施 

（13）子育て支援に関する啓発事業（プラザ祭り・子育て支援団体交流会等） 

（14）「みんなで子育てフェアさいわい」への参加・協力 

（15）プラザ祭りの開催（区民祭と同日開催） 

（16）市社協の食糧支援かわさき事業と連携し、生活困窮者への支援の一環として 

食料等の支援を行います。 

 

 

６ 団体等助成事業【２８５千円】 
【サービス区分事業活動支出 ２８５千円】 

 地区社会福祉協議会及び福祉関係団体が実施する事業が効率的に展開できるよ 

う必要な助成を行います。 

（１）地区社会福祉協議会への地域福祉活動費等の交付 

（２）共同募金を原資とした助成事業【共募】 

（３）幸区民生委員児童委員協議会への助成 

（４）社会を明るくする運動、リレーカーニバル、幸区民祭への協賛 

 

 

７ 共同募金事業【１７，７８０円】 
【共同募金配分金 １７，７８０千円 ※前年度繰越金を含む】 

共同募金の配分を受け、事業を実施します。 

（１）共同募金会が実施する共同募金運動（年末たすけあい運動含む）に協力 

（２）年末たすけあい配分事業 

ア 慰問金の配分   【２，０３５千円】 

イ 慰問品の配分   【２，０３５千円】 



２６ 

 

ウ 広報紙「幸区の社会福祉」の発行（全戸配布） 【２，２４０千円】 

エ 区社協ホームページでの情報提供の充実強化  【１００千円】 

オ 地区社協の育成と活動支援、地域課題への連携した取り組みの実施 

                           【３，４１０千円】 

カ 地区社協等で実施している子育て支援事業や会食会等への支援協力 

                           【１，２７０千円】 

キ 住民活動交流拠点（小倉の駅舎陽だまり､塚越の陽だまり､河原町の陽だま 

り）の運営の充実  【３，９００千円】 

ク 総合相談事業の実施体制の整備、資料の収集と情報の提供【５００千円】 

ケ 移送サービス事業の実施  【１，２８６千円】 

コ 車いす貸出事業の実施  【１００千円】 

サ 共同募金を原資とした助成事業  【５０４千円】 

シ ボランティアセンターの運営  【４００千円】 

 

 

８ 福祉パル管理運営事業【１１０千円】 

【サービス区分事業活動支出 １１０千円】 

福祉パルさいわいの管理運営を行います。 

 

 

９ 生活福祉資金貸付事業【５５８千円】 

【サービス区分事業活動支出 ５５８千円】 

  生活福祉資金に関する相談及び申請手続きを実施します。また、償還支援及び滞

納世帯への早期対応に努めます。 

 

 

１０ ボランティア活動振興センター事業【３８９千円】 

【サービス区分事業活動支出 ３８９千円】 

  幸区社協ボランティアセンターの周知と運営の充実、住民への啓発、情報提供、

活動支援等を行います。 

（１）ボランティアセンターの運営【共募】 

（２）ボランティアセンター運営委員会の開催 

（３）ボランティア等に関する相談と調整、情報収集と提供 

（４）人材の育成、講座の開催 

（５）ボランティア情報の発信 

（６）交流会の実施 

（７）福祉教育の推進（学校授業、チャレボラ、はぴボラ等） 

（８）ボランティア保険の受付 

 

 

 



２７ 

 

１１ 幸区あんしんセンター事業【１７７千円】 

【サービス区分事業活動支出 １７７千円】 

高齢者や障害のある方の権利擁護に関わる相談を受け、関係機関と連携しなが 

ら、ご本人が地域で安心して生活ができるよう支援を行います。 

（１）日常生活自立支援事業 

ア 福祉サービス利用援助事業 

イ 日常的金銭管理事業 

ウ 書類等預かりサービス事業 

（２）成年後見制度利用促進事業 

    成年後見制度利用促進のため、広報や相談機能の充実を図り、必要としている方々

の適切な利用につなげます。 

 

 

１２ 老人いこいの家運営等事業【８，７８２千円】 

【サービス区分事業活動支出 ８，７８２千円】 

「老人いこいの家」の適正な管理運営を行います（区内６箇所）。老人いこい 

の家を地域の拠点施設として位置付け、高齢者をはじめとする幅広い世代が気軽 

に安心して利用できる施設としての活用を図ります。 

（１）総合相談窓口機能の強化 

（２）施設の適切な保守管理 

（３）教養講座の開催 

（４）入浴事業の実施 

（５）定期的な避難訓練の実施と必要に応じた災害対応マニュアルの更新 

（６）利用者の活動発表や啓発を目的とした「老人いこいの家まつり」の開催 

（７）幅広い世代を対象とした事業の企画実施(多世代交流をはじめとした地域 

交流事業) 

（８）利用者満足度調査の実施 

（９）運営委員会の開催 

 

 

１３ 公益事業【２，１８７千円】 

【サービス区分事業活動支出 ２，１８７千円】 
（１）高齢者外出支援事業（高齢者フリーパス交付）の実施（福祉パルさいわい、 

小倉の駅舎陽だまり、河原町の陽だまり） 

 

 

１４ 災害活動関連事業 
（１）災害時におけるボランティアセンターの役割の検討 

 

 

 



２８ 

 

１５ 団体事務 
（１）神奈川県共同募金会川崎市幸区支会への協力 

（２）幸区民生委員児童委員協議会への協力 

 

 

１６ その他 
  地域福祉推進に必要な事業を実施 

  その他、川崎市社会福祉協議会の事業に協力 

   ※令和３年度から「老人福祉センター（さいわい健康福祉プラザ）」の管理運

営は川崎市社会福祉協議会が行います。(1)各種講座の開催、(2)健康相談・

生活相談事業の実施、(3)敬老のつどい他、季節の歳時や行事の開催、(4)

世代間交流や地域交流の推進、(5)行政等関係機関との緊密な連携、(6)貸室

の実施、(7)入浴事業の実施、(8)健康フェアの開催、(9)月間広報誌「さい

わい健康福祉プラザ便り」の発行、(10)利用者満足度調査等アンケートの実

施、(11)実習生の受入れ、(12)施設の適切な保守管理など、従来通り幸区社

会福祉協議会と連携して取り組みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２９ 

 

川崎市中原区社会福祉協議会 

令和３年（２０２１）度事業計画 

 重点事業                              

 

１ 地域福祉活動の推進 

 （１）地域福祉活動拠点における居場所づくりの推進 

（２）地区社協活動の活性化を図るための人材育成並びに活動への支援の充実 

 （３）小地域福祉活動の新たな組織づくりや人材育成への支援 

 （４）地域包括ケアシステムの構築に向けた、行政、関係機関との連携 

 

２ ボランティア活動の推進 

 （１）相談窓口の周知、各種講座の開催、情報紙の発行、ボランティア団体との情報 

共有等、ボランティアセンターの運営の充実と人材養成の推進 

 （２）企業の社会貢献活動との連携 

 

３ 広報啓発活動、組織体制の強化 

 （１）区社協に寄せられる多様な相談に対応できる仕組みづくり 

 （２）社協活動を広く住民に広報するための広報資材の作成やホームページの充 

実、広告掲載等の積極的な展開と自主財源確保 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３０ 

 

 事 業 計 画 の 内 容                              

     共同募金配分金事業は【共募】と記載しています。 

 

１ 中原区社会福祉協議会運営事業【８，５８０千円】 

【サービス区分事業活動支出 ８，５８０千円】 

（１）適切な組織運営及び基盤の充実強化【共募】 

ア 正副会長会議、常任委員会、運営協議会の開催 

イ 担当常任委員制と委員会活動の充実強化 

ウ 賛助会員、協賛会員の増強 

エ 自主財源を中心とした財政基盤の強化 

オ 個人情報の適切な管理の強化 

カ 苦情対応と解決の充実 

キ 地域福祉活動功労者等に対する表彰及び感謝 

 

 

２ 調査・研究事業【１６０千円】 

【サービス区分事業活動支出 １６０千円】 

（１）第４期地域福祉活動計画の円滑な推進 

 

 

３ 研修事業【６４千円】 

【サービス区分事業活動支出 ６４千円】 

（１）地区社協組織体制強化並びに活動への支援 

ア 区・地区社協関係者研修会の開催【共募】 

 

 

４ 企画・広報事業【４２５千円】 

【サービス区分事業活動支出 ４２５千円】 

（１）福祉相談 

ア 福祉を中心とした各種相談への対応 

   （２）広報啓発活動 

     ア 機関紙「社協なかはら」の発行【共募】 

     イ ホームページの管理運営【共募】 

     ウ 第２５回なかはら福祉健康まつりの開催 

     エ 中原区民祭への参加 

     オ 広報啓発物の作製【共募】 

     カ 福祉関係図書・ビデオの貸出し及び閲覧 

    キ 会員向け情報紙「なかはらタイムズ」の発行（毎月） 

    ク 中原区社会福祉協議会新春のつどいの開催 

 



３１ 

 

５ 地域福祉活動事業【１，５５７千円】 

【サービス区分事業活動支出 １，５５７千円】 

  （１）地区社会福祉協議会活動への支援 

   （２）小地域福祉活動の推進 

   （３）子育て支援の推進 

ア 子育て中の世帯を対象とした講座の開催 

イ 子育てグループ説明会の開催 

ウ 子育てに関する情報提供 

   （４）福祉教育の推進 

     ア 学校、企業、地域における福祉教育の推進 

     イ 福祉教育に関する相談への対応と連絡調整、講師等の調整や派遣、機器・   

     機材等の貸出し 

   （５）福祉当事者団体の支援 

    （６）地域包括ケアシステム構築に向けた連携と地域支援【共募】 

（居場所づくり、地域拠点整備） 

   （７）印刷機等の機器・機材の貸出し 

（８）障害者(児)リフレッシュ事業の実施【共募】 

   （９）高齢者ふれあい活動実施団体を対象とした研修の実施 

   （１０）車いすの貸出し 

   （１１）福祉用具リサイクル情報の提供 

   （１２）高齢者フリーパス交付業務の実施 

  （１３）中原老人福祉センターとの連携・協力 

 

 

６ 団体等助成事業【９，６４２千円】 

【サービス区分事業活動支出 ９，６４２千円】 

   （１）地区社協育成交付金の交付【共募】 

 （２）地区社協活動費の助成【共募】 

   （３）地区社協への地域福祉活動費の助成 

   （４）高齢者ふれあい活動支援事業補助金の交付 

  （５）会員のボランティア・当事者団体、福祉関係団体・組織への活動費助成 

【共募】 

   （６）協賛事業への助成【共募】 

    （７）ボランティア銀行なかはらの運営 

ア 寄付金品の受入と配分、活用 

イ 会員以外の福祉団体等への活動費助成 

ウ 地区社会福祉協議会、区・地区民生委員児童委員協議会の事業活動への助  

     成 

 

 

 



３２ 

 

７ 委員会活動事業【２８０千円】 

【サービス区分事業活動支出 ２８０千円】 

    （１）会員を中心とした関係機関・団体との連携 

ア 種別会員会議、地区社協会長連絡会の開催 

イ 子育て・障害・高齢者等の各種関係会議や委員会等への参加協力 

 （２）各種事業を実施するための各種委員会の開催 

 

 

８ 共同募金事業【１９，０８３千円】 

（１）共同募金会が実施する共同募金運動（年末たすけあい運動含む）の協力 

（２）年末たすけあい配分事業【共募】 

【共同募金配分金 １９，０８３千円 ※前年度繰越金を含む】 

ア 区社協運営事業【２，１３７千円】 

    イ 区・地区社協関係者研修会の開催【６４千円】 

    ウ 機関紙「社協なかはら」の発行【３，２２０千円】 

     エ ホームページの管理運営【１６１千円】 

    オ 広報啓発物の作製【４５０千円】 

    カ 地域包括ケアシステム構築に向けた連携と地域支援【６０７千円】 

（居場所づくり、地域拠点整備） 

    キ 障害者(児)リフレッシュ事業の実施【１，１４５千円】 

    ク 地区社協育成交付金の交付【５８６千円】 

    ケ 地区社協活動費の助成【４，７８４千円】 

    コ 会員のボランティア・当事者団体、福祉関係団体・組織への活動費助成 

【８１０千円】 

サ 協賛事業への助成【８０千円】 

シ 情報紙「ポポラーレ」の発行【５００千円】 

ス 年末たすけあい配分事業【４，５３９千円】 

 

 

９ 福祉パル管理運営事業【１１０千円】 

【サービス区分事業活動支出 １１０千円】 
（１）福祉パルなかはらの管理運営 

  （２）研修室及びボランティアコーナーの貸出し 

 

 

１０ 生活福祉資金貸付事業【７１５千円】 

【サービス区分事業活動支出 ７１５千円】 

（１）生活福祉資金貸付事業の実施 

ア 総合支援資金、福祉資金、教育支援資金、不動産担保型生活資金の相談及 

び貸付調査等の実施 

イ 民生委員等との協働による借受者世帯の状況把握と償還指導の実施 



３３ 

 

１１ ボランティア活動振興事業【１，１９３千円】 

【サービス区分事業活動支出 １，１９３千円】 

（１）なかはらボランティアセンターの運営 

ア ボランティア相談の実施 

イ 情報紙「ポポラーレ」の発行【共募】 

ウ ボランティア関係講座の開催 

エ ボランティア活動希望者や施設・団体等のボランティア登録推進 

    （２）防災に関するボランティア活動の広報啓発、地域住民や関係機関との連携 

 災害ボランティアセンターの理解を図るための研修会の実施 

    （３）夏休み福祉・ボランティア体験学習「チャレボラ２０２１」の実施 

  （４）NECプロボノ活動における川崎市社会福祉協議会との連携・支援調整 

 

 

１２ 中原区あんしんセンター事業【２３２千円】 

【サービス区分事業活動支出 ２３２千円】 

（１）日常生活自立支援事業の実施 

ア 福祉サービス利用援助サービス、日常的金銭管理サービス、書類等預かりサ 

ービスの実施 

  （２）成年後見制度利用促進事業の実施 

ア 成年後見制度利用促進のための広報や相談機能の充実 

 

 

１３ 老人いこいの家運営等事業【１０，５２０千円】 

【サービス区分事業活動支出 １０，５２０千円】 

（１）老人いこいの家ミニデイサービス事業の実施 

ア 井田老人いこいの家（120千円） 

（２）老人いこいの家夜間・休日施設開放事業の実施 

      ア 丸子多摩川老人いこいの家（60千円） 

（３）世代を超えた地域福祉活動拠点としての川崎市老人いこいの家の管理運営 

                             《指定管理事業》 

ア ごうじ老人いこいの家 

        イ 等々力老人いこいの家 

     ウ 中丸子老人いこいの家 

     エ 新城老人いこいの家 

     オ 西加瀬老人いこいの家 

        カ 井田老人いこいの家 

      キ 丸子多摩川老人いこいの家 

 

 

１４ 公益事業【１，３４２千円】 

【サービス区分事業活動支出 １，３４２千円】 



３４ 

 

（１）高齢者外出支援事業（高齢者フリーパス交付）の実施 

 

 

１５ 災害活動関連事業災害ボランティア関連 
（１）災害対策・事業関連 

ア 川崎市総合防災訓練における災害ボランティアセンター運営設置訓練 

への参加 

イ 災害関係機関との連携強化 

 

 

１６ 団体事務 
（１）神奈川県共同募金会中原区支会への協力 

（２）中原区民生委員児童委員協議会への協力 

（３）全国社会福祉協議会、神奈川県福祉協議会等との連携・協力 

 

 

１７ その他 

（１）川崎市社会福祉協議会が実施する各種事業等への協力 
（２）その他、地域福祉の推進に必要な事業の実施 
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川崎市高津区社会福祉協議会 

令和３年（２０２１）度事業計画 

 重点事業                              

１ 健康づくり・いきがいづくり「おたっしゃ１０のトライ」推進事業の推進 

(1)「おたっしゃ１０のトライ」「健康の日」の推進 

「おたっしゃ１０のトライ」推進事業のオリジナルテーマ曲、オリジナル体操、マ

スコットキャラクター「テントラちゃん」を活用した区民への健康体操の普及を図り

ます。また、本会で制定した「健康の日」を通じて、老人いこいの家を中心に健康へ

の意識啓発に努めます。 

(2)「おたっしゃでつながる地域の輪」の推進 

地域づくりの手引き「おたっしゃでつながる地域の輪」を周知して支援に努め、各

地区の特性を活かした取組みを進めるための地域福祉懇談会を開催します。 

 

２ 活動・交流の場づくりや機会づくり 

 各地区の小地域福祉活動がより一層盛んに行なわれるよう、地域の居場所づくりや、

そこを拠点とした住民主体の取組みを支援します。 

 福祉パルたかつ、老人いこいの家、高津老人福祉・地域交流センターの区民の憩いや

交流・活動の場としての充実を図ります。 

老人いこいの家及び高津老人福祉・地域交流センターについては、多世代交流・地域

交流・介護予防等を推進し、地域拠点としての機能の発展や更なる利用促進を目指して、

地域と連携した取組みを進めます。 

 

３ 地域福祉活動の活性化・参加の促進 

地区社会福祉協議会を支援し、住民主体の活動の活性化、参加の促進を図ります。 

高津区ボランティアセンター事業を通じて、ボランティア活動や当事者活動と連携し、

誰もが気軽に地域活動に参加できる環境や機会づくりの支援を行います。 

  福祉学習にかかわる相談への対応をはじめ学習機会の提供や情報の発信等を通じて、

教育機関や関係機関・団体等と連携し、学校や地域における福祉教育の推進を図ります。 

 

４ 災害時の支援体制の充実 

 災害ボランティアセンターの周知及び設置運営訓練の実施等を通じて、災害時におけ

るボランティア活動の意識啓発、実践活動の推進を図ります。 

 

５ 行政との協働・連携 

高津区役所地域みまもり支援センターをはじめとする行政機関と協働・連携し、地域

包括ケアシステムの構築・推進に向けた区民一人ひとりの自助・互助活動の促進の取組

みを推進します。 
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 事 業 計 画 の 内 容                              

  ＜共同募金配分金事業について＞ 

   共同募金配分金事業は【共募】と記載しています。 

 

１ 高津区社会福祉協議会運営事業【８，１２９千円】 

【サービス区分事業活動支出 ８，１２９千円】 

    常任委員会を中心に円滑な事業運営を図るとともに、事務事業の効率的な運営

に努めます。また、会員及び賛助会員の募集に努め、組織基盤の強化を図ります。 

（１）常任委員会、運営協議会の開催 

（２）地区社協・地区民児協会長会議の開催 

（３）会員及び賛助会員の増強 

（４）寄付金の受入れ及び活用 

 

 

２ 調査・研究事業【３００千円】 

【サービス区分事業活動支出 ３００千円】 

「第４期高津区地域福祉活動計画」の推進を図るとともに、必要に応じて地域包

括ケアシステムや地域福祉の推進に対する取り組みに関して調査・研究を行います。 

（１）第４期高津区地域福祉活動計画の推進 

（２）地域包括ケアシステムや地域福祉推進の調査・研究 

 

 

３ 研修事業【１３０千円】 

【サービス区分事業活動支出 １３０千円】 

区・地区社会福祉協議会の会員を対象に研修を実施します。 

（１）区・地区社会福祉協議会研修会の開催 

 

 

４ 企画・広報事業【１，２２６千円】 

【サービス区分事業活動支出 １，２２６千円】 

機関紙・情報誌の発行、ホームページの運用による情報提供、他団体の行事等への

参加による広報活動を行います。 

（１）機関紙「おあしす」（年２回発行、編集委員会の開催）・情報誌「トピックス」 

（毎月発行）・パンフレット等の発行【共募】 

（２）ホームページの運用【共募】 

（３）たかつ区健康福祉まつり・高津区民祭・橘ふるさと祭り等への参加 

 

 

５ 地域福祉活動事業【２，９３５千円】 

【サービス区分事業活動支出 ２，９３５千円】 
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  地域福祉活動の活性化、参加を促進します。 

（１）地区社会福祉協議会への支援、連携・協働【共募】 

（２）「おたっしゃ 10のトライ」推進事業の推進（健康運動の推進、健康運動普及 

推進チーム「チームテントラ」会議の開催） 

（３）「おたっしゃでつながる地域の輪」推進事業の実施（地域福祉懇談会の開催、 

高津みんながつながる音楽会の開催） 

（４）音楽カフェ等の開催（効果的な内容・方法等の検討） 

（５）高津区敬老会の開催（祝品贈呈、功労者・寄付者表彰、実行委員会の開催） 

（６）車椅子の貸出（一時的かつ緊急に必要な方、または研修等への貸出） 

（７）移送サービス事業の実施（移送車による移送サービス、車両貸出し、移送ボ 

ランティア研修会・交流会の開催、運営委員会の開催）【共募】 

（８）子育て支援事業の推進（こども子育て支援事業推進委員会の開催、子育て支 

援講座の開催、子育て支援グッズの貸出し）【共募】 

（９）ふれあい会食・配食、ミニデイケア実施団体交流事業の開催 

 

 

６ 団体等助成事業【１２，０９２千円】 

【サービス区分事業活動支出 １２，０９２千円】 

  地区社会福祉協議会及び福祉関係団体が実施する事業が効果的・効率的に展開で

きるよう必要な助成を行います。 

（１）共同募金配分金による地区社協交付金の交付【共募】 

（２）賛助会費の配分による地区社協への地域福祉活動費助成 

（３）年末たすけあい募金による小地域福祉活動支援事業助成（審査会の開催） 

【共募】 

（４）ふれあい会食・配食、ミニデイケアへの助成 

（５）高津区社会を明るくする運動への助成（推進委員会への参画） 

（６）寄託金による地域活動団体への助成（記念事業、地域包括ケアシステム推進

に向けた互助活動への助成） 

 

 

７ 共同募金事業【１０．６９０千円】 

（１）共同募金会が実施する共同募金運動（年末たすけあい運動含む）への協力 

（２）共同募金配分金を財源とした事業の実施（※年末募金、共同募金の配分事業を再掲） 

【共同募金配分金 １０，６９０千円 ※前年度繰越金を含む】 

ア 年末たすけあい見舞金の配分（民生委員児童委員を通じての年末見舞金 

の贈呈、配分委員会の開催）【３，８４７千円】 

イ 年末たすけあい募金による地区社会福祉協議会への支援 

【２，２１０千円】 

ウ 年末たすけあい募金による小地域福祉活動支援事業助成（審査会の開催） 

【２，０５０千円】 

エ 機関紙「おあしす」（年２回発行、編集委員会の開催）・情報誌「トピッ 
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 クス」（毎月発行）・パンフレット等の発行【１千円】 

オ ホームページの運用【６８８千円】 

カ 移送サービス事業の実施（移送車による移送サービス、車両貸出し、移送 

 ボランティア研修会・交流会の開催、運営委員会の開催）【６０１千円】 

キ 共同募金配分金による地区社協交付金の交付【１，２４１千円】 

ク 子育て支援事業の推進（こども子育て支援事業推進委員会の開催、子育 

 て支援講座の開催、子育て支援グッズの貸出し）【５２千円】 

 

 

８ 福祉パル管理運営事業【２，００７千円】 

【サービス区分事業活動支出 ２，００７千円】 

「福祉パルたかつ」の適正な管理運営を行います。 

（１）地域福祉活動拠点としての「福祉パルたかつ」の管理運営 

（２）研修室、フリースペースの貸出し 

（３）印刷機、紙折り機等の機材の貸出し 

（４）福祉広報物の配架・掲示 

 

 

９ 生活福祉資金貸付事業【６５８千円】 

【サービス区分事業活動支出 ６５８千円】 

生活福祉資金に関する相談・申請受付・連絡調整を行います。 

（１）生活福祉資金に関する相談対応 

（２）申請受付・償還事務 

（３）貸付調査委員会の開催、民生委員児童委員を通じての現況調査 

（４）だい JOB センター等関係機関との連携による支援 

 

 

１０ ボランティア活動振興事業【１，２８９千円】 

【サービス区分事業活動支出 １，２８９千円】 

ボランティア活動の促進及び福祉にかかわる意識づくりのために、ボランティ

ア活動振興事業及び福祉教育の支援を推進します。 

（１）高津区ボランティア活動振興センター運営委員会・事業企画部会の開催 

（２）ボランティア講座の開催 

（３）ボランティアに関する相談対応・情報提供 

（４）「たかつボランティア情報」の発行（情報紙トピックスへの掲載等） 

（５）寄託金の配分助成 

（６）たかつボランティア・当事者連絡会等との連携・支援（交流会の開催等） 

（７）福祉教育に関する相談対応・情報提供 

（８）「夏休み福祉・チャレンジボランティア体験学習」の実施（川崎市社協・市 

  内他区社協・関係施設等の共催） 
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１１ 高津区あんしんセンター事業【１９３千円】 

【サービス区分事業活動支出 １９３千円】 

高齢者や障害のある方の権利擁護に関わる相談を受け、関係機関と連携しなが

ら、ご本人が地域で安心して生活ができるよう支援を行います。 

（１）日常生活自立支援事業 

ア 福祉サービス利用援助事業 

 イ 日常的金銭管理事業 

 ウ 書類等預かりサービス事業 

（２）成年後見制度利用促進事業 

成年後見制度利用促進のため、広報や相談機能の充実を図り、必要としている 

方々の適切な利用につなげます。 

 

 

１２ 老人いこいの家運営等事業【９，５０６千円】 

【サービス区分事業活動支出 ９，５０６千円】 

「老人いこいの家」の適正な管理運営を行います。 

（１）指定管理者としての区内７か所（高津・上作延・子母口・末長・梶ヶ谷・東 

高津・くじ）の老人いこいの家の安全で安心できる管理運営 

（２）いこいの家まつりの実施（高津・上作延・子母口・末長・梶ヶ谷・くじ） 

（３）利用者や地域住民の健康への意識啓発のための「健康の日」の推進と介護予 

防への取組みの強化 

（４）こども文化センター等との連携による多世代交流事業の推進 

（５）高齢者を対象としたミニデイケアの実施（上作延・子母口・末長・東高津） 

（６）夜間・休日等施設開放事業の受託（梶ヶ谷） 

（７）自主活動グループの創生と育成 

（８）高齢者見守りネットワークの協力団体としての関係機関との連携 

 

 

１３ 公益事業【１，７３３千円】 

【サービス区分事業活動支出 １，７３３千円】 

高齢者外出支援事業（高齢者フリーパス販売・交付）を実施します。 

（１）福祉パルたかつ及び高津老人福祉・地域交流センターにおける高齢者フリー 

パスの販売・交付 

 

 

１４ 災害活動関連事業 

【事業費は「ボランティア活動振興事業」に含む】 

災害ボランティアセンターの周知及び設置運営訓練の実施等を通じて、災害時に

おけるボランティア活動への意識啓発及び実践活動の推進を図ります。 

（１）災害ボランティアセンターの設置運営訓練の開催 

（２）災害時の災害ボランティアセンターの運営 



４０ 

 

１５ 団体事務 

共同募金運動及び民生委員児童委員活動の推進のための団体事務を行います。 

（１）神奈川県共同募金会高津区支会団体事務（支会委員会の開催、赤い羽根 

  募金・年末たすけあい募金の実施、区内福祉施設・団体からの配分申請の 

受付） 

（２）高津区民生委員児童委員協議会団体事務（常任理事会、理事会、児童委 

  員活動強化推進委員会及び主任児童委員部会、研修会、子育てサロンきら 

りの開催） 

 

 

１６ その他 

その他、地域福祉推進に必要な事業の実施、行政・保健・医療・福祉関係機関・ 

団体との連携、川崎市社会福祉協議会の事業への協力を行います。 

（１）総合相談支援（関係機関・団体とのネットワークによる支援） 

（２）行政との協働・連携（地域みまもり支援センターとの連絡会議の開催、 

  多世代交流事業の促進、障がい当事者に関する講座等の実施） 

（３）たかつ心のパワーアップセミナーへの協力 

（４）高齢・障がい・子ども子育て等関係機関・団体との連携 

（５）福祉関係団体の事業への共催及び後援等の協力・支援 

（６）実習生の受け入れ等福祉を学ぶ場の提供・協力 

（７）川崎市社会福祉協議会の事業への協力 
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川崎市宮前区社会福祉協議会 

令和３年（２０２１）度事業計画 

 重点事業                             

１ 地域福祉活動拠点の調査及び開拓 

 

２ 区社会福祉協議会のＰＲ活動の強化 

 

 ３ 相談機能の強化・充実  

 

 ４ 新しい生活様式に即した事業の実施 
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 事 業 計 画 の 内 容                              

１ 宮前区社会福祉協議会運営事業【８，４００千円】 

【サービス区分事業活動支出 ８，３５０円】 

【共同募金配分金         ５０千円】 

（１）常任委員会、運営協議会の開催 

（２）正副会長会議の開催 

（３）種別会員会議の開催 

（４）賛助会員（協賛会員）の募集 

（５）各種委員会の開催  

 

 

２ 調査・研究事業【１１５千円】 

【サービス区分事業活動支出 １１５千円】 
（１）第４期地域福祉活動計画の進行管理 

（２）地域福祉活動拠点の調査・開拓 

 

 

３ 研修事業【１００千円】 
【サービス区分事業活動支出 ３０千円】 

【共同募金配分金      ７０千円】 

（１）区社協常任委員研修会の開催 

（２）区社協会員研修会（地域懇談会）の開催 

（３）地域住民の主体的な福祉活動促進のための福祉講座の開催 

 

 

４ 企画・広報事業【１，１３５円】 
【サービス区分事業活動支出 １，１３５千円】 

（１）「みやまえ福祉フェスティバル」の開催 

（２）広報誌「みやまえの福祉」の発行（年４回） 

（３）ホームページの運営と充実に向けた見直し 

（４）キャラクターを用いた区社協事業の紹介及び各種事業パンフレットの作成 

（５）地域情報誌や他機関の情報サイト等を活用した積極的な区社協事業ＰＲ 

（６）ＳＮＳを活用した情報発信と情報提供の在り方を検討 

 

 

５ 地域福祉活動事業【２，１７８千円】 
【サービス区分事業活動支出 ２，１７８千円】 

（１）地区社会福祉協議会事業への支援・協力   

  （２）子育て支援に関する各種講座等の実施 

（３）移送サービス事業の実施 



４３ 

 

ア 登録運転ボランティアによる移送サービスの実施 

イ 移送サービス用車両の貸出 

ウ 登録運転ボランティア定例会の開催 

（４）車いす貸出事業の実施 

（５）買い物支援サービス事業の実施 

ア 買い物支援サービス事業運営委員会の開催 

イ 運転・添乗ボランティア連絡会の開催 

ウ 社会福祉法人等の区内福祉施設と情報交換 

エ 広報活動の推進 

（６）地域の支援組織や医療・保健・福祉とのネットワークの構築 

（７）地域福祉活動に関する情報提供・支援 

（８）在宅介護者支援事業として、当事者やその家族への活動支援等 

 

 

６ 団体等助成事業【５，６５１千円】 
【サービス区分事業活動支出 ５，６５１千円】 

（１）高齢者ふれあい活動支援事業（会食会、配食サービス、デイサービス活動） 

への助成 

（２）社会を明るくする運動への助成 

（３）子ども会等福祉関係団体への助成 

 

 

７ 共同募金事業 

（１）神奈川県共同募金会川崎市宮前区支会の実施する共同募金運動への協力 

（２）年末たすけあい配分事業 

【共同募金配分金   ６，２０８千円】 

ア 地域の福祉ニーズを持つ方への年末たすけあい見舞金配分事業の実施 

【１，８２０千円】 

イ 地区社会福祉協議会への活動助成          【３９５千円】 

ウ 福祉活動団体育成支援及び活動助成         【８２１千円】 

エ 移送サービス事業の実施            【１，４４４千円】 

オ ボランティア活動振興センター研修等事業      【５００千円】 

カ 高齢者福祉事業の実施               【１００千万】 

キ 障がい者福祉事業の実施                【５０千万】 

ク 子育て支援事業の実施               【１００千万】 

ケ 青少年福祉事業の実施               【１００千万】 

コ 地域福祉活動計画関連事業             【１００千万】 

サ 「みやまえ福祉フェスティバル」等の広報啓発事業  【９７３千円】 

シ 買い物支援サービス事業に関する講習会等の開催   【２００千円】 

 

 



４４ 

 

８ 福祉パル管理運営事業【１１０千円】 
【サービス区分事業活動支出 １１０千円】 

（１）研修室およびフリースペースの貸し出し 

（２）チラシ・ポスター等の掲示による情報提供 

（３）印刷機等活動に必要な機器、機材の貸し出し 

 

 

９ 生活福祉資金貸付事業【８３１千円】 
【サービス区分事業活動支出 ８３１千円】 

（１）貸付相談、及び情報提供 

（２）貸付及び償還業務 

（３）関係団体・機関との連携 

（４）適切な相談対応を行うための基盤整備 

    ア 市社会福祉協議会の開催する生活福祉資金貸付担当者会議への参加 

イ 研修会・説明会への参加 

ウ ケースファイルの管理 

 

 

１０ ボランティア活動振興事業【９５０千円】 
【サービス区分事業活動支出 ９５０千円】  

（１）ボランティア活動振興センター運営委員会の開催 

（２）ボランティアに関する相談・調整機能の強化 

（３）「宮前・ボランティア活動情報」の発行（年４回） 

（４）福祉教育事業の推進 

     ア 小中学校の福祉教育事業への協力 

     イ 関係施設・機関等の研修への協力 

     ウ 福祉教育の充実のための多様なプログラムの作成 

エ 協力団体等の調査及び連携の強化 

（５）各種講座・セミナーの開催 

（６）夏休みの福祉体験講座「チャレボラ 2021」の開催 

（７）地域住民、ボランティアグループ・団体、施設等への情報提供、支援・ 

連携の強化 

（８）ボランティア活動振興センターＰＲの強化 

（９）地域福祉活動支援ボランティアの発掘・養成 

（10）関係機関や中間支援組織との連携 

 

 

１１ あんしんセンター事業【４９５千円】 
【サービス区分事業活動支出 ４９５千円】 

（１）日常生活自立支援事業 

ア 福祉サービス利用援助事業 



４５ 

 

イ 日常的金銭管理事業 

ウ 書類等預かりサービス事業 

（２）成年後見制度利用の促進 

 

１２ 老人いこいの家運営等事業【６，２１８千円】 
【サービス区分事業活動支出 ６，２１８千円】 

（１）「老人いこいの家」の適正な管理運営（区内５箇所） 

（２）地域拠点施設としての機能の充実強化（相談・情報提供・活動支援等） 

（３）教養講座及び介護予防講座等の実施 

（４）施設の適切な保守管理 

（５）利用者の活動発表や地域への啓発を目的としたいこいの家まつりの開催 

（６）幅広い世代に向けた地域交流事業の実施 

（７）老人いこいの家運営委員会の開催 

（８）ミニデイケアサービス事業 

ア 平老人いこいの家 

イ 白幡台老人いこいの家 

ウ 鷲ヶ峰老人いこいの家 

（９）夜間・休日等施設開放事業の実施 

ア 野川老人いこいの家 

 

 

１３ 公益事業【３，７５８千円】 
【サービス区分事業活動支出 ３，７５８千円】 

（１）高齢者外出支援事業（高齢者フリーパス交付）の実施 

 

 

１４ 災害活動関連事業 

（１）災害ボランティア活動の啓発 

（２）災害対策・事業関連における関係機関との連携強化 

 

 

１５ 団体事務 

（１）神奈川県共同募金会川崎市宮前区支会 
（２）宮前区民生委員児童委員協議会 

（３）みやまえカフェ連絡会「まい Café み～や」  

 

 

１６ その他 

（１）宮前区賀詞交換会の共催 
（２）関係機関主催の会議、事業への参加、協力 

（３）その他、本会の目的を達成するため 



４６ 

 

川崎市多摩区社会福祉協議会 

令和３年（２０２１）度事業計画 

 重点事業                             

 

Ⅰ ボランティア活動の振興（基本目標１－行動計画１－２） 

多摩区ボランティアセンター運営委員会による各種ボランティア講座やボランテ

ィア相談会等により、多摩区のボランティア活動を推進します。 

また、コロナ禍の取り組みとして、ＩＣＴを活用した新しい福祉教育の方法につ

いて、関係機関と検討し実践します。 （事業計画：９ボランティア活動新事業） 

 

Ⅱ 災害支援ボランティア活動の推進（基本目標１－行動計画２－２） 

多摩区で行われる防災訓練や地域の災害に関する研修会等の機会に加え、ホームペ

ージも活用して、社協が担う災害ボランティアセンターの役割と機能についてより一

層の周知に努めます。併せてコロナ禍を想定した災害ボランティア活動の方法等の検

討も行います。        （事業計画：１３災害活動関連事業） 

 

Ⅲ 情報提供の充実（基本目標２－行動計画３－１） 

社協認知度の向上と区社協事業周知のため、町会・自治会の協力を得て継続して広

報紙を発行するとともに、コロナ禍の中でも多世代に様々な福祉情報の発信をする際

には、対面にならない方法としてホームページやフェイスブックなど、オンラインに

よる情報提供の充実も図ります。   （事業計画：３企画・広報事業） 

 

Ⅳ 安定的に持続した組織・基盤づくり（基本目標２－行動計画４－３） 

川崎市多摩区第４期地域福祉活動計画の中間見直しを基に、令和２年４月に合併し

た川崎市社会福祉協議会と一体となり地域福祉の一層の推進を図ります。 

（事業計画：２調査・研究事業、１６その他） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４７ 

 

 事 業 計 画 の 内 容                       

  ＜共同募金配分金事業について＞ 

   共同募金配分金事業は【共募】と記載しています。 

 

１ 多摩区社会福祉協議会運営事業【１０，５３４千円】 

【多摩区支部運営事業サービス区分事業活動支出 １０，５３４千円】 

（１）常任委員会、運営協議会、正副会長会議等の運営 

（２）一般会員、賛助会員、協賛会員の募集 

 

 

２ 調査・研究事業【６２５千円】 

【調査研究事業、連絡調整事業サービス区分事業活動支出６２５千円】 

（１）中間見直し後の第４期地域福祉活動計画の進行管理 

（２）種別会議等によるニーズ調査 

（３）区社協・地区社協研修会の開催 

 

 

３ 企画・広報事業【２，０８２千円】 

【企画広報事業サービス区分事業活動支出 ２，０８２千円】 

（１）広報紙「区社協だより多摩」の発行【共募】 

（２）ホームページの運営【共募】 

（３）第１３回多摩区社会福祉大会の開催【共募】 

（４）多摩区民祭参加による啓発活動【共募】 

 

 

４ 地域福祉活動事業【３０６千円】 

【地域福祉活動事業、在宅福祉活動事業、連絡調整事業サービス区分事業活動支出 

３０６千円】 

（１）地区社協活動の支援 

（２）おしゃべりサロン「いちにのさん！」の立ち上げ（子育てサロンからの移行) 

（３）車椅子の貸出 

  

 

５ 団体等助成事業【４，６８７千円】 

【助成事業、連絡調整事業、金品援護事業サービス区分事業活動支出 ４，６８７千円】 

（１）地区社協への助成【共募】 

（２）寄付金を財源とした当事者団体、ボランティアグループへの助成 

（３）高齢者ふれあい活動支援団体への助成 

 

 



４８ 

 

６ 共同募金事業 

【一般募金配分金事業、年末募金配分金事業サービス区分事業活動支出 

１１，４０７千円】 

（１）共同募金会が実施する共同募金運動への協力 

（２）共同募金配分事業の実施 

【共同募金配分金１１，４０７千円】 

ア 区内在住の福祉ニーズを持つ世帯への年末慰問金の交付 

【４，２３２千円】 

イ 福祉車両の貸出事業の実施  【５２５千円】 

ウ 子育てグループ交流会の実施  【２４千円】 

エ 地域福祉貢献事業の起業グループへの助成  【１５２千円】 

オ 福祉関係団体、行事への助成（母親クラブ、社会を明るくする運動、多 

摩ふれあいまつり、たまたま子育てまつり）  【４９７千円】 

カ 広報紙「区社協だより多摩」の発行  【７７０千円】 

    キ ホームページの運営 【２２０千円】 

ク 第１３回多摩区社会福祉大会の開催  【３９９千円】 

    ケ 多摩区民祭参加による啓発活動  【２８０千円】 

    コ 地区社協への助成  【３，０５５千円】 

    サ 大学生へのボランティア活動の啓発  【１０千円】 

    シ 各種ボランティア講座の開催  【１７３千円】 

ス 福祉教育の推進  【５４０千円】 

    セ 総合防災訓練等での災害ボランティアセンターの周知活動【５３０千円】 

 

 

７ 福祉パル管理運営事業【１４０千円】 

【福祉パルたま運営事業サービス区分事業活動支１４０千円】 

（１）研修室、ボランティアコーナーの貸出し  

（２）印刷機等の機材、機器の貸出し 

（３）情報コーナーを活用したチラシ等の配架とポスター等の掲示 

 

 

８ 生活福祉資金貸付事業【６６２千円】 

【生活福祉資金貸付事業サービス区分事業活動支出６６２千円】 

（１）生活福祉資金の貸付に関する相談及び情報提供 

（２）生活福祉資金の貸付・償還援助 

（３）生活福祉資金貸付調査委員会の運営 

（４）滞納世帯への償還援助 

 

 

 

 



４９ 

 

９ ボランティア活動振興事業【１，１７０千円】 

【ボランティア活動振興事業、地域福祉活動事業サービス区分事業活動支出 

１，１７０千円】 

（１）多摩区ボランティアセンターの運営 

（２）ボランティア相談会「たまぼらひろば」の開催 

（３）ボランティア情報誌「たまぼら」の発行と区社協ホームページの活用による 

ボランティア情報の発信 

（４）大学生へのボランティア活動の啓発【共募】 

（５）各種ボランティア講座の開催【共募】 

（６）福祉教育の推進【共募】 

ア 福祉教育に関する相談支援 

イ 教職員と福祉学習支援者との交流会の開催 

ウ 福祉教育セミナー、親子参加型福祉講座の開催 

エ 福祉教育ハンドブックの周知と効果的な活用の検討 

オ 福祉教育用福祉用具の貸し出し 

カ ホームページを活用した福祉教育推進に向けての情報発信 

 

 

１０ 多摩区あんしんセンター事業【２６０千円】 

【日常生活自立支援事業サービス区分事業活動支出 ２６０千円】 

（１）日常生活自立支援事業 

ア 福祉サービス利用援助事業の実施 

イ 日常的金銭管理事業の実施 

ウ 書類等預かりサービス事業の実施 

（２）成年後見制度利用促進事業 

ア 成年後見制度利用促進のための広報活動 

イ 成年後見制度利用促進のための相談 

 

 

１１ 老人いこいの家運営事業【９，３０３千円】 

【多摩区老人いこいの家指定管理事業、老人いこいの家受託経営事業サービス区分事業 

活動支出９，３０３千円】 

（１）区内７館（登戸、菅、錦ヶ丘、長尾、枡形、中野島、南菅）老人いこいの 

家の管理運営 

（２）いこいの家公開講座の開催 

（３）こども文化センター等との多世代交流事業の実施 

（４）「ふくし寄合処たま」（登戸・長尾・中野島・南菅・錦ヶ丘）の開催 

（５）老人いこいの家運営委員会、老人いこいの家運営委員長会議の運営 

（６）管理人、臨時職員研修会の開催 

（７）区内３館（登戸、菅、中野島）老人いこいの家でのミニデイケアサービス 

事業の実施 



５０ 

 

１２ 公益事業【９千円】 

【多摩区支部陰影事業サービス区分事業活動支出 ９千円】 

（１）川崎市高齢者フリーパスの販売 

 

 

１３ 災害活動関連事業【５３０千円】 

【共同募金配分金 ５３０千円】 
（１）総合防災訓練等での災害ボランティアセンターの周知活動【共募】 

 

 

１４ 団体事務 
（１）神奈川県共同募金会多摩区支会としての募金活動の推進 

（２）多摩区民生委員児童委員協議会への協力支援 

（３）多摩区当事者・ボランティア連絡会「たまわかくさ」への協力支援 

 

 

１５ その他 

（１）関係機関・団体との円滑な連携関係を構築し、地域における福祉的課題の 

把握に努める 

（２）川崎市社会福祉協議会が実施する事業に協力し、地域福祉を推進する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



５１ 

 

川崎市麻生区社会福祉協議会 

令和３年（２０２１）度事業計画 

 重点事業                             

 

１ 区民の福祉や社会福祉協議会への理解を促進するための効果的な広報・啓発事業の 

展開 

   

２ 地区社会福祉協議会を中心とする住民主体の小地域福祉活動の支援及び地域包括ケア

システムの構築に向けた地域力向上の取り組み 

  

３ ボランティア活動振興センター事業（福祉教育を含む）の充実強化 

   

４ 区社協自主財源確保のための取り組みの強化 

  

５ コロナ禍をふまえた今後の麻生区社会福祉協議会のあり方についての検討 
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 事 業 計 画 の 内 容                              

１ 麻生区社会福祉協議会運営事業【９，２１７千円】 

【麻生区支部運営事業サービス区分活動支出 ９，１８７千円】 

【共同募金配分金 ３０千円】 

常任委員会を中心とした円滑な運営を図るとともに、地域福祉のさらなる推進 

に向けて、効果的な区社協運営に努めます。また、今後の区社協組織体制や事業 

等、区社協および地区社協のあり方を検討します。 

賛助会員募集事業については、コロナ禍による感染拡大防止のため、例年２月 

の重点募集期間を６月～７月に変更し実施します。 

（１）常任委員会、運営協議会（会員意見交換会）の開催 

（２）事業委員会、各委員会の開催 

（３）種別会員会議の開催 

（４）賛助会員（協賛会員）募集事業の実施（募集強化月間６～７月） 

（５）各事業の効果的な連携 

 

 

２ 調査・研究事業【５００千円】 

【調査研究事業サービス区分事業活動支出 ５００千円】 

新たに策定した「第４期麻生区地域福祉活動計画」の冊子を作成し、区民や関 

係機関に周知します。また「第４期麻生区地域福祉活動計画」を推進し、その進 

捗状況については常任委員会において把握し、必要に応じて点検・見直しを行い 

ます。 

（１）常任委員会にて「第４期麻生区地域福祉活動計画」の進捗管理を行います。 

（２）その他必要な調査研究 

 

 

３ 研修事業 

【麻生区支部運営事業サービス区分事業活動支出 ９，１８７千円に一部計上】 

   区社協常任委員対象の研修を開催します。また事務局職員の資質向上のため、 

各種研修へ積極的に参加します。 

（１）区社協常任委員研修の開催 

（２）区社協職員研修の実施 

（３）その他必要な研修の実施 

 

 

４ 企画・広報事業【４，２８９千円】 

【広報啓発事業サービス区分事業活動支出 １，３６０千円】 

【福祉まつり受託事業サービス区分事業活動支出 ２，１２９千円】 

【共同募金配分金 ８００千円】 

社会福祉大会、広報紙・ホームページ等の様々な機会を通して、区民への福祉の   



５３ 

 

啓発、広報、情報提供に努めます。 

（１）第３２回あさお福祉まつりの開催（予定） 

（２）広報啓発委員会の開催 

ア 「親子福祉探検隊」や「福祉啓発映画会」等の啓発事業の実施 

イ 広報紙「ほほえみ」の発行（年２回） 

ウ こどもや若い世代への福祉の啓発について福祉教育推進委員会と協働で 

 検討する 

エ ホームページの運営 

オ 区社協・地区社協活動への理解促進と賛助会員募集のための広報 

カ 区社協の認知度を上げるための広報啓発の推進 

キ 麻生区社会福祉協議会紹介パネルの作成 

ク 公式キャラクターを使用した区社協のＰＲ 

（３）あさお区民まつり、認知症普及啓発イベント「ＲＵＮ伴＋」等の地域の 

イベントに参加、協力 

 

 

５ 地域福祉活動事業【４，０４３千円】 

【調査研究事業サービス区分事業活動支出 ５００千円】 

【ボランティア活動振興事業サービス区分事業活動支出 １，２５０千円】 

【移送サービス事業サービス区分事業活動支出 ６４３千円】 

【共同募金配分金 １，６５０千円】 

地域包括ケアシステムの推進に向け、地域福祉活動事業を進めます。 

（１）地区社協の自主的な運営と活動の推進に向けた支援、連絡会議の開催 

（２）地域のつながりによる見守り・助け合い活動の促進 

（３）関係団体・機関等との連携、会議等への参加 

（４）社会福祉法人・施設等との連携、種別会員会議の開催 

（５）車椅子・福祉用具の貸出事業の実施 

（６）移送サービス事業の実施 

ア 移送サービス運営委員会の開催 

イ 移送サービスボランティア定例会の開催 

ウ 麻生サロン送迎等推進会議への参加 

エ 区内移送サービス全体の周知、利用者及び運転ボランティアの確保のた 

めに広報・啓発活動の充実 

 

 

６ 団体等助成事業【７，８４９千円】 

【助成事業サービス区分事業活動支出 ６，６０９千円】 

【共同募金配分金 １，２４０千円】 

地区社会福祉協議会及び福祉関係団体が実施する事業が効率的に展開できる 

よう必要な助成を行います。 

（１）賛助会費を財源とし、地区社協活動へ地域福祉活動費として、助成 
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（２）地域のボランティアグループ、及び当事者団体の運営・活動の支援を目的 

に、助成要綱に基づいて助成 

（３）地域の会食会・配食サービス・ミニデイサービスの実施グループを対象に、 

助成事業要綱に基づいて助成 

（４）社会を明るくする運動へ助成 

 

 

７ 委員会活動事業【３，０９５千円】 

【在宅福祉サービス事業サービス区分事業活動支出 ２６２千円】 

【広報啓発事業サービス区分事業活動支出 １，３６０千円】 

【子育て支援事業サービス区分事業活動支出 ２２０千円】 

【共同募金配分金 １，２５３千円】 

委員会の課題に沿った事業を進めます。 

（１）在宅福祉サービス事業 

ア 在宅福祉サービス委員会の開催 

イ 地域でともに生きるを考える懇談会の開催 

ウ 地域の関係づくりの大切さを考える講演会の開催 

エ 委員研修の開催 

（２）広報啓発事業（再掲） 

ア 広報啓発委員会の開催 

イ 「親子福祉探検隊」等の啓発事業の実施 

ウ 広報紙「ほほえみ」の発行年２回） 

エ こどもや若い世代への福祉の啓発について福祉教育推進委員会と協働で 

 検討する。 

オ ホームページの運営 

カ 区社協・地区社協活動への理解促進と賛助会員募集のための広報 

キ 区社協の認知度を上げるための広報啓発の推進 

ク 麻生区社会福祉協議会紹介パネルの作成 

ケ 公式キャラクターを使用した区社協のＰＲ 

（３）子育て支援事業 

ア 子育て支援委員会の開催 

イ 子育て関連グループ交流会の開催 

ウ ペアレントトレーニング（未就学児の親向け講座）の開催 

エ ペアレントトレーニング参加者交流会の開催 

オ 小学生の子どもを持つ親を対象とした講演会の開催 

カ あさお子育てフェスタへの参加 

 

 

８ 共同募金事業 

（１）神奈川県共同募金会川崎市麻生区支会の実施する共同募金運動への協力 
（２）共同募金配分金を財源として事業を実施（全額共同募金を財源とする事業と 
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一部を財源とする事業） 

【共同募金配分金 ７，６７３千円】 

次のア～ウは、共同募金配分金のみを財源として行う事業 

ア 年末たすけあい配分事業（区内の福祉ニーズを持った世帯に「見舞金」の 

配布  【３，５００千円】 

イ あさおオモチャとしょかん運営事業  【１０６千円】 

 

次のエ～コは、財源の一部について共同募金配分金を受けて行う事業 

ウ ボランティア・当事者連絡会育成費  【４０千円】 

エ 団体等助成事業  【１，２００千円】 

オ 区社協運営事業  【３０千円】 

カ 在宅福祉サービス事業  【１２０千円】 

キ ボランティア活動振興事業  【９００千円】 

ク 広報啓発事業  【８００千円】 

ケ 子育て支援事業  【２２７千円】 

コ 移送サービス事業  【７５０千円】 

 

 

９ 福祉パル管理運営事業【３１８千円】 

【福祉パルあさお運営事業サービス区分事業活動支出 ３１８千円】  

川崎市からの委託により、ボランティア・市民活動の支援を目的とした活動拠 

点施設「福祉パルあさお」の管理運営を行います。 

 

 

１０ 生活福祉資金貸付事業【４９９千円】 

【生活福祉資金貸付事業サービス区分事業活動支出 ４９９千円】 

神奈川県社会福祉協議会からの委託により、低所得者、障害者又は高齢者に対 

し、資金の貸付けと必要な相談支援を行うことにより、その経済的自立及び生活 

意欲の助長促進並びに在宅福祉及び社会参加の促進を図り、安定した生活を送れ 

るようにすることを目的として実施します。 

 

 

１１ ボランティア活動振興事業【２，１５０千円】 

【ボランティア活動振興事業サービス区分事業活動支出 １，２５０千円】 

【共同募金配分金 ９００千円】 

区民の福祉についての高揚と区内ボランティア活動の効果的な振興を図るこ 

とを目的とし、各種事業を実施します。 

（１）ボランティア活動振興センター運営委員会の開催 

（２）夏休み福祉・ボランティア体験学習「チャレボラ２０２１」の開催（関係 

機関の共催） 

（３）ボランティア養成講座「地域ボランティアデビュー２０２１」の開催 
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（はじめてみよう！ボランティア２０２１、ボランティア体験、フォローアッ 

 プ交流会等） 

（４）ボランティアコーディネート委員会の開催 

（５）「ボランティア相談コーナー」の再開に向けた検討 

（６）「ぼらぼら広場」の発行（年６回） 

（７）あさおボランティア・当事者連絡会との連携 

（８）福祉教育推進委員会の開催 

（９）福祉教育に関する相談・紹介・調整 

（１０）災害ボランティアについての取り組みの推進 

ア 麻生区災害ボランティアに関する連携会議の開催 

イ 麻生区総合防災訓練への参加 

（１１）麻生市民館、ＮＰＯ法人あさお市民活動サポートセンター（やまゆり） 

との協力・連携強化 

 

 

１２ 麻生区あんしんセンター事業【２４２千円】 

【日常生活自立支援事業サービス区分事業活動支出 ２４２千円】 

高齢者や障害のある方の権利擁護にかかわる相談を受け、関係機関と連携しな 

がら、ご本人が地域で安心して生活できるよう支援を行います。 

（１）日常生活自立支援事業 

 ア 福祉サービス利用援助事業 

 イ 日常的金銭管理事業 

 ウ 書類等預かりサービス事業 

（２）成年後見制度利用促進事業 

 成年後見制度利用促進のため、広報や相談機能の充実を図り、必要として 

いる方々の適切な利用につなげます。 

 

 

１３ 老人いこいの家運営等事業【９，１２１千円】 

【老人いこいの家指定管理事業サービス区分事業活動支出 ９，１２１千円】 

麻生区内７館の老人いこいの家の適正な管理運営を行います。 

  （１）指定管理事業 

    ア 運営委員会の開催 

イ 教養の向上及びレクリエーションに関する事業 

ウ 多世代交流・地域交流に関する事業 

エ 健康づくり・介護予防に関する事業 

オ 高齢者の社会参加を促し、高齢者の活躍の場につながる取り組みを推進 

カ 消防訓練・避難訓練、各種出前講座の実施 

キ 管理人研修・管理人連絡会議の企画実施 
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１４ 公益事業 
【麻生区支部運営事業サービス区分事業活動支出 ９，１８７千円に一部計上】 

高齢者外出支援事業（高齢者フリーパス交付）の実施 

 

 

１５ 災害活動関連事業 

【ボランティア活動振興事業サービス区分事業活動支出 １，２５０千円に一部計上】 

「事業継続計画」、「職員行動マニュアル」及び「災害ボランティア設置・運営 

マニュアル」に基づき、災害時の対応を行います。また、平時からの災害時にお 

ける体制整備を進めます。 

（１）災害ボランティアについての取り組みの推進（再掲） 

ア 麻生区災害ボランティアに関する連携会議の開催 

イ 麻生区総合防災訓練への参加 

（２）災害対策・事業関連 

    ア 事業継続計画の定期的な検証 

  （３）災害発生時に必要な物品等の整備 

 

 

１６ 団体事務 
関係する団体の事務局として運営・活動の支援協力を行います。 

（１）神奈川県共同募金会川崎市麻生区支会への協力 

（２）麻生区民生委員児童委員協議会 

（３）関係団体の事務協力 

（４）麻生区賀詞交歓会の共催 

 

 

１７ その他 

   地域福祉推進に必要な事業を実施します。 

  （１）川崎市社会福祉協議会の事業への協力 

  （２）その他必要な事業の実施 

 

 


